
 

第 84 回平成国際大学長距離競技会 

 
【出場結果】 

実施日 ： １１月 2２日（日）１００００ｍ  

会 場 ： 鴻巣市陸上競技場 

出場者 ： 八木沢 直也  

出場種目・出場者・リザルト ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【レポート】 

   今年度で引退となる八木沢が最後のトラックレースとして、平成国際大学長距離競技会の 

10000m に出場して参りました。 

   先週の日本体育大学長距離競技会では、5000m で 14 分 33 秒台の入社後ベストをマーク 

  しており、今回のレースでも競技人生を締めくくる熱い走りに期待が高まりました。 

   当日のレースコンディションは、八木沢の走りを後押ししてくれるかの様に無風の好条件で 

スタートしました。 

 レース序盤から 4000m 過ぎ迄は、先頭集団の中でレースを進めましたが、集団のペースが 

上がり集団が縦長になると、八木沢の表情も苦しくなり集団から遅れだし、5000m を 14 分 

59 秒で通過するものの後半の走りに心配が募りました。 

 しかし、競技人生最後の覚悟でレースに臨んだ八木沢には心配は無用で、後半苦しくなって 

ペースを落としてきた選手を次々とかわすと、勢いは止まらず大きく離れていた先頭集団とも 

ラップタイムは変わらずに走り、ラスト 1000m を 2 分 56 秒台でカバーし、結果として入社 

後ベストとなる 3０分 08 秒台でゴールしました。 

 ゴール後は全ての力を出し切り放心状態となっていましたが、ここまで幾度とない故障と付 

き合って、それを克服してきた八木沢にしか出来ない魂の走りを競技人生最後に表現してくれ 

ました。改めて彼の競技人生に敬意を表したいと思います。 

 今回で競技者としては引退となりましたが、今年度一杯は陸上部の一員としてチームのサポ 

ートに重点を置いて活動を継続致しますので、今後とも皆様の温かいご声援をお願い致します。  

 

 

氏名 八木沢 

種目 10000m 

組 5 組目 

タイム 
30’08“09 

（入社後ベスト） 

順位 13/32 



 

 
競技人生の最後のスタートに立つ八木沢 

 

 
中盤以降に脅威の粘りを見せる！ 

 

 
全ての力を出し切ってのゴールシーン 

以 上 


